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I
＝

高
原
道
路
計
画
に
反
対
す
る
活
動
等
に

つ
い
て
の
報
告
。
北
海
道
大
学
自
然
保

謹
研
究
会
は
、
学
内
を
走
る
道
路
計
画

に
つ
い
て
、
日
高
問
題
に
関
し
て
は
、

去
年
十
一
月
の
東
京
集
会
報
告
。
青
い

海
と
緑
を
守
る
会
か
ら
は
、
去
年
七
月

に
行
な
っ
た
、
知
床
横
断
道
路
事
後
調

査
の
結
果
（
今
年
も
継
続
）
、
国
立
公

園
内
の
伐
採
計
画
及
び
一
○
○
平
方
メ

ー
ト
ル
運
動
の
状
況
、
さ
ら
に
、
知
床

特
別
鳥
獣
保
謹
区
実
現
に
つ
い
て
報
告

告
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
酪
農
大
学
自

然
保
護
研
究
会
か
ら
、
自
然
観
察
会
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
Ｏ

同
日
午
後
五
時

大
泰
司
紀
之
氏
（
北
大
歯
学
部
助
教

授
）
に
よ
る
「
北
海
道
の
動
物
保
護
と

今
後
の
課
題
」
と
題
し
た
講
演
が
も
た

れ
ま
し
た
。
講
演
記
録
に
つ
い
て
は
、

次
頁
に
掲
敏
し
ま
す
。

講
演
終
了
後
、
参
加
者
一
同
に
よ
る

交
流
会
が
開
か
れ
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

三
月
七
日
九
時

昭
和
五
七
年
度
予
算
案
が
事
務
局
よ

り
出
さ
れ
、
堅
い
予
算
に
修
正
さ
れ
、

決
ま
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
各
団
体
報
告
に
移
り
ま
す
。

大
雪
と
石
狩
の
自
然
を
守
る
会
か
ら
、

ヒ
グ
マ
大
学
。
チ
ビ
ッ
子
探
検
学
校
の
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0

例
年
に
比
べ
、
い
く
分
雪
解
け
の
早

い
、
三
月
六
。
七
日
に
、
第
十
四
回
北

海
道
自
然
保
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か

れ
ま
し
た
。
会
場
は
北
海
道
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
セ
ン
タ
ー
。
四
年
目
を
む
か
え
る

日
高
中
央
横
断
道
路
問
題
、
知
床
国
立

公
園
内
の
横
断
道
路
の
実
態
、
大
規
模

な
流
域
下
水
道
計
画
、
相
変
わ
ら
魂
開

発
〃
は
、
休
む
こ
と
な
く
押
し
よ
せ
て

き
ま
す
。
山
岳
ば
か
り
で
な
く
、
湿
原

に
つ
い
て
も
、
道
路
計
画
・
河
川
改
修

等
々
、
数
知
れ
ぬ
状
態
で
す
。
さ
ら
に

極
め
て
数
が
減
っ
た
と
い
わ
れ
る
、
ゼ

’
一
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
な
ど
の
、
動
物
に
対

す
る
保
護
も
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
、
自
然
保
護
の
活
動
は
、
高

波
で
か
じ
を
と
る
船
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
上
う
か
。
年
を
経
る
ご
と
に
、
そ

の
内
容
は
深
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
自
然
保
護
教

育
も
、
着
実
に
成
果
を
み
せ
て
い
ま
す
。

ゆ
ら
く
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
し
っ
か

り
と
根
と
は
っ
た
活
動
が
今
後
も
続
け

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
Ｏ

さ
ら
に
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
論
議

さ
れ
な
か
っ
た
、
原
子
力
発
電
所
建
設

に
つ
い
て
も
話
題
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
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500,000

683,000

0

160,000

e,143,000)

1，600，000

1，000，000

683,000

125,000

0

6,408.000)

事
業
費

活
動
費

勢鳥具ム

ｊ

Ｏ
Ｏ
Ｏ

820000

1,081,500

@,163,500)

81雲境
週間行事

（小計） （

1
センター

ヵン

(小計

200,000

90,661

290,661)

1540000

119，500

( 273,500)

寄
附
金

印刷製本費

集会費

1,140,000

200，000

59，500

1，008‘328

シンポジウム
77．180

環境週間

活
動
費

｛ 昭
和
五
六
年
度
活
動
報
告
な
ら
び
に

会
計
報
告
が
事
務
局
よ
り
出
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
（
決
算
報
告
に
つ
い

て
は
、
次
頁
参
照
）
次
に
各
団
体
の
活

動
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

仙
北
海
道
自
然
保
護
協
会
か
ら
は
、

委
託
調
査
（
主
に
十
勝
川
電
源
開
発
）

に
つ
い
て
の
報
告
。
帯
広
畜
産
大
学
自

然
保
護
研
究
会
か
ら
、
日
高
中
央
横
断

道
路
計
画
中
の
、
中
札
内
村
々
民
へ
の

ビ
ラ
入
れ
・
対
話
に
つ
い
て
の
経
過
。

状
況
が
説
明
さ
れ
た
他
合
成
洗
剤
追
放

の
取
り
組
み
、
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
調

査
、
全
国
学
生
自
然
保
護
集
会
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
十
勝
自
然
保
護

協
会
か
ら
は
、
日
高
道
路
問
題
の
取
り

組
み
の
他
、
札
内
ダ
ム
建
設
計
画
に
対

す
る
学
習
・
調
査
、
大
樹
。
浦
河
線
道

路
の
調
査
（
今
年
夏
を
予
定
）
、
士
幌

岩
内
と
い
う
、
具
体
的
対
象
の
中
で
、

自
然
保
護
運
動
と
し
て
の
原
発
問
題
は
、

今
後
一
層
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

以
下
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
報

告
し
ま
す
。

雑
収
入

盤臘品受取利息

（小計） ’
5,000

5．000
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月
六
日
午
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時
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萎
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０
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０
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言
Ｉ

経
過
と
近
況
・
成
果
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
、
下
川
の
高
レ
ベ
ル
核
廃
棄
物
処
理

計
画
に
対
す
る
学
習
・
取
り
組
み
、
石

狩
川
の
浄
化
（
サ
ケ
が
の
ぼ
れ
る
川
に
）

等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
南
北
海
道
自

然
保
護
協
会
は
、
流
域
下
水
道
計
画
の

問
題
点
・
宇
井
純
氏
を
招
い
て
の
話
し

等
。
シ
マ
リ
ス
・
自
然
友
の
会
か
ら
は
、

会
の
目
的
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、

特
に
街
路
・
景
観
に
対
す
る
提
言
、
自

然
保
謹
の
学
習
等
に
つ
い
て
、
札
幌
周

辺
の
自
然
を
考
え
る
会
か
ら
は
、
市
内

の
大
規
模
民
間
墓
地
計
画
反
対
の
取
り

組
み
経
過
及
び
市
と
の
環
境
協
定
の
意

義
。
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
か
ら
は
、

休
眠
状
態
で
は
あ
る
が
、
今
年
は
、
再

び
ヌ
プ
ン
ト
ム
ラ
ウ
シ
林
道
調
査
を
行

な
う
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

反
核
・
反
原
発

ア
ピ
ー
ル
提
案
出
さ
れ
る

討
論
の
中
で
参
加
者
か
ら
、
〃
六
月

の
軍
縮
総
会
を
前
に
し
て
、
反
核
の
世

論
が
盛
り
上
が
り
を
み
せ
、
岩
内
原
発

も
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
自
然
保

護
団
体
も
反
原
発
・
反
核
の
ア
ピ
ー
ル

を
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
〃
と
い
う
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
提
案
に
対

し
て
、
賛
成
、
一
部
反
対
、
時
期
尚
早

な
ど
、
長
時
間
に
亘
り
論
議
さ
れ
ま
し

た
。
ま
と
め
ま
す
と
、

自
然
保
護
。
雲
境
保
護
の
立
場
か
ら
、

北
海
道
で
大
型
哺
乳
類
と
言
い
ま
す

と
、
ヒ
グ
マ
と
シ
カ
、
そ
れ
に
海
獣
ｌ

ク
ジ
ラ
類
を
除
く
と
鰭
脚
類
で
あ
る
ト

ド
や
各
裡
の
ア
ザ
ラ
シ
が
お
り
ま
す
。

ま
ず
こ
れ
ら
の
動
物
を
保
護
す
る
理
由

に
つ
い
て
で
す
が
、
ふ
た
つ
挙
げ
る
こ

と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ
は

保
謹
し
た
い
か
ら
す
る
と
い
う
、
好
み

で
決
ま
る
面
が
あ
り
ま
す
○
一
壹
ｌ
ヨ

ー
ク
の
ハ
レ
ム
と
か
、
中
国
や
中
近
東

の
森
林
を
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
地
域
に

住
む
人
達
の
中
に
は
悪
生
涯
自
然
の
豊

か
さ
と
か
野
生
動
物
に
ほ
と
ん
ど
無
縁

で
過
す
人
も
い
る
で
し
主
う
。
し
か
し

日
本
人
全
般
に
つ
い
て
言
え
る
と
思
い

ま
す
が
、
私
の
好
み
か
ら
し
ま
す
と
、

非
常
に
多
様
な
自
然
が
あ
り
、
動
物
も

各
種
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
う
い

う
中
で
日
本
の
文
化
が
育
っ
て
き
た
と

言
え
ま
す
。
狩
猟
を
す
る
こ
と
も
含
め

て
、
動
物
に
接
し
動
物
の
い
る
自
然
の

中
に
身
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
か

人
間
性
と
言
っ
た
も
の
を
回
復
で
き
る

よ
う
な
気
持
が
し
ま
す
。
先
日
の
新
聞

に
よ
り
ま
す
と
、
近
年
都
会
に
自
然
が

北

海
道
の
動
物

北
海
道
の
動
物
ｌ
保
護
と
今
後
の
課
題
ｌ

（
大
型
ほ
乳
類
を
中
心
と
し
て
）

北
海
道
大
学
助
教
授
大
泰
司
紀
之

’

’ 安
全
性
の
確
認
さ
れ
て
い
な
い
原
発
は

最
大
の
破
壊
に
つ
な
が
り
、
核
の
問
題

も
戦
争
と
合
わ
せ
反
対
す
べ
き
で
あ
る
。

時
期
的
な
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
決
議
し
た
方
が
良
い
、

と
す
る
賛
成
意
見
。
〃
反
核
。
反
原
発
〃

で
は
な
く
、
〃
反
核
〃
に
つ
い
て
の
み

決
議
す
る
。
原
発
に
つ
い
て
は
、
日
本

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
か
ら
み
て
、
将
来

的
に
必
要
で
あ
り
、
技
術
向
上
の
中
で

諸
問
題
は
解
決
さ
れ
る
、
と
い
う
一
部

反
対
意
見
。
決
議
す
る
だ
け
な
ら
い
い

が
、
具
体
的
（
積
極
的
）
取
り
組
み
は
、

現
在
の
連
合
で
は
無
理
が
あ
る
。
今
ま

で
一
度
も
〃
原
発
。
核
〃
に
つ
い
て
は

話
し
合
わ
れ
た
こ
と
も
、
会
報
で
書
か

れ
た
こ
と
も
な
い
。
と
す
る
時
期
尚
早

の
意
見
。
特
に
、
原
子
力
発
電
所
の
是

非
に
関
連
し
、
安
全
性
（
技
術
的
に
考

え
て
）
が
問
わ
れ
、
廃
棄
物
処
理
（
下

川
町
の
高
レ
ベ
ル
・
幌
延
の
低
レ
ベ
ル
）

の
問
題
と
も
合
わ
せ
活
発
な
意
見
が
交

さ
れ
ま
し
た
。

最
終
的
に
、
次
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
旭
川
）
に
再
度
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
間
、
各
団
体
内
で
話
し
合
う

他
、
会
報
を
通
じ
考
え
る
こ
と
で
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

事
務
局
で
は
〃
環
境
〃
を
ト
ー
タ
ル

に
考
え
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
回
の

話
し
合
い
を
ふ
ま
え
、
次
回
会
報
か
ら

特
集
を
企
画
し
て
い
ま
す
ｏ
（
事
務
局
）

動
物
の
保
護
は
、
そ
の
現
存
量
を
高

く
維
持
す
る
こ
と
と
言
い
換
え
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
つ
ま
り
、
各
種
の
動
物

を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
位
面

積
当
り
の
動
物
の
体
重
の
量
（
現
存
量
）

が
増
大
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
米
田
政

な
く
な
っ
た
た
め
に
、
都
市
生
活
者
の

間
に
は
泊
り
が
け
で
遠
方
ま
で
自
然
に

接
し
に
行
く
傾
向
が
強
ま
っ
た
そ
う
で

す
Ｏ

動
物
を
保
護
す
る
も
う
ひ
と
つ
の
理

由
と
し
て
、
野
生
獣
の
肉
や
毛
皮
な
ど

を
資
源
と
み
な
し
て
、
そ
れ
を
維
持
す

る
た
め
の
保
謹
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
捕

り
尽
く
し
た
ら
元
も
子
も
な
く
な
る
わ

け
で
、
一
定
の
収
極
を
得
ら
れ
る
よ
う

適
当
な
密
度
に
保
と
う
と
い
う
発
想
に

よ
る
も
の
で
す
。

い
ず
れ
の
理
由
に
よ
る
保
護
の
場
合

も
、
そ
の
地
域
の
人
間
に
よ
る
生
産
活

動
・
土
地
利
用
と
の
関
連
に
よ
っ
て
、

ど
の
動
物
を
ど
の
程
度
残
し
て
い
く
か

が
決
っ
て
き
ま
す
。

動
物
保
護
の
４
つ
の
方
法

／

明
氏
に
よ
り
ま
す
と
、
開
拓
前
の
北
海

道
の
哺
乳
動
物
の
現
存
量
は
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
り
４
１
顕
キ
ロ
で
し
た
。
ず
っ
と

昔
、
人
間
が
い
な
い
頃
に
は
マ
ン
モ
ス

や
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、
そ
れ
に
オ
オ
ッ
ノ

ジ
ヵ
や
ヤ
ギ
ュ
ウ
な
ど
の
大
型
獣
が
い

た
わ
け
で
す
か
ら
、
現
存
量
は
も
っ
と

大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

し
現
在
の
現
存
量
は
、
森
林
・
原
野
に

限
っ
て
み
て
も
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
１
１

２
キ
ロ
く
ら
い
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
Ｏ

と
の
現
存
量
を
高
く
維
持
し
つ
つ
、

同
時
に
農
林
業
・
水
産
業
・
工
業
な
ど

の
生
産
活
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
動

物
保
謹
の
方
法
論
に
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
要
す
る
に
、
動
物
達
は
人
間
に

好
都
合
の
よ
う
に
保
護
さ
れ
る
運
命
に

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
そ
の
具
体
的

な
方
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
い
ろ

い
ろ
と
む
ず
か
し
く
な
っ
て
く
る
わ
け

で
す
が
、
動
物
の
種
類
や
地
域
な
ど
に

応
じ
て
４
つ
く
ら
い
に
分
け
て
考
え
る

こ
と
が
出
来
ま
す
。

第
１
は
シ
カ
な
ど
の
狩
猟
獣
の
場
合
、

ヒ
グ
マ
も
こ
れ
に
含
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
動
物
の
扱
い
は
狩
猟

学
の
範
酵
に
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
管
理

（
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
）
を
行
う
対
象
と

な
り
ま
す
。
第
２
は
捕
獲
し
て
も
さ
し

た
る
経
済
的
な
価
値
は
な
い
け
れ
ど
、

増
え
た
ら
産
業
に
対
す
る
被
害
が
大
き

い
た
め
に
常
に
数
を
低
く
抑
え
る
必
要

哺
乳
類
研
究
グ
ル
ー
プ

海
獣
談
話
会

昭
和
娼
年
、
哺
乳
類
研
究
グ
ル
ー

プ
の
中
の
オ
ッ
ト
セ
イ
を
研
究
し
て

い
る
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
行

っ
た
研
究
会
が
そ
の
始
ま
り
で
す
。

昭
和
妃
年
７
月
の
こ
の
会
で
、
ゼ
’
一

ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
が
日
本
か
ら
姿
を
消

す
お
そ
れ
、
そ
の
保
護
の
必
要
性
が

話
さ
れ
て
以
来
、
「
研
究
」
と
「
保

護
」
を
柱
に
、
活
動
が
続
け
ら
れ
ま

し
た
。こ

の
会
に
よ
る
ゼ
｝
一
ガ
タ
ア
ザ
ラ

シ
の
調
査
は
、
昭
和
躯
年
哩
月
よ
り

始
め
ら
れ
、
昨
年
に
至
る
ま
で
計
７

回
、
一
斉
調
査
と
い
う
形
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
根
室
半
島
の
太
平
洋
岸

か
ら
襟
裳
岬
に
か
け
て
の
、
主
な
上

陸
場
に
、
一
斉
に
入
っ
て
観
察
を
行

い
、
記
録
を
ま
と
め
て
発
表
し
て
い

ま
す
。

保
謹
運
動
の
方
で
は
、
天
然
記
念

物
指
定
の
答
申
が
だ
さ
れ
た
の
に
か

か
わ
ら
ず
、
指
定
さ
れ
な
い
ま
ま
の

状
態
が
続
く
中
で
、
関
係
省
庁
へ
の

要
望
書
提
出
と
い
っ
た
行
政
へ
の
働

き
か
け
。
根
室
や
釧
路
で
懇
談
会
を

開
催
し
、
地
元
の
人
々
と
の
意
見
交

…
一
Ｆ
鈩
醇
謂
嗣
〆
挿
〕
加
冥

１
１

の
あ
る
も
の
で
、
ト
ド
が
こ
れ
に
該
当

し
ま
す
。
第
３
は
、
絶
減
し
そ
う
な
動

物
の
場
合
で
、
手
厚
く
保
談
す
る
必
要

が
あ
る
も
の
で
す
。
今
は
ゼ
’
一
ガ
タ
ア

ザ
ラ
シ
が
課
題
と
な
り
ま
す
し
、
カ
ワ

ウ
ソ
や
ラ
ッ
コ
な
ど
の
よ
う
に
絶
滅
し

た
極
の
復
元
も
取
上
げ
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
第
４
は
、
動
物
群
集
と

し
て
動
物
各
種
を
ひ
と
ま
と
め
に
保
謹

す
る
方
法
で
す
。
こ
の
場
合
、
地
域
の

産
業
や
自
然
の
残
し
具
合
に
対
応
さ
せ

て
、
ど
の
動
物
種
を
ど
の
程
度
残
し
て

い
く
か
、
自
ら
決
っ
て
い
く
と
思
わ
れ

ま
す
。
し
か
し
人
手
の
つ
か
な
い
原
始

的
な
自
然
条
件
下
で
の
動
物
群
集
も
ど

こ
か
に
残
し
て
お
き
た
い
わ
け
で
、
そ

の
よ
う
な
場
所
で
は
生
産
活
動
に
対
す

る
制
約
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

狩
猟
獣
の
保
護
と
管
理

ｌ
シ
カ
と
ヒ
グ
マ
ー

明
治
初
期
の
北
海
道
で
は
、
６
年
間

で
詑
万
頭
も
シ
カ
が
捕
礎
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
数
字
や
森
林
の
シ
カ
の
収

容
力
を
考
え
合
せ
ま
す
と
、
開
拓
前
の

北
海
道
に
は
少
な
く
て
窕
万
頭
、
普
通

に
見
積
っ
て
卵
Ｉ
沌
万
頭
の
シ
カ
が
い

た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
が
現

在
で
は
、
手
堅
く
見
積
っ
て
１
万
５
千

か
ら
２
万
頭
く
ら
い
し
か
生
息
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
と
に
角
、
多
い
と
言
わ
れ

る
地
域
で
平
方
キ
口
当
り
１
頭
く
ら
い
、

“
頭
く
ら
い
で
も
「
あ
そ
こ
に
シ
カ
が

換
な
ど
に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。
昨

年
６
月
に
は
調
査
と
同
時
期
に
札
幌

の
地
下
街
で
写
真
展
を
開
き
、
広
く

市
民
の
人
々
に
、
ゼ
’
一
ガ
タ
ア
ザ
ラ

シ
の
現
状
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ア
ザ
ラ
シ
の
親
仔
の
愛
ら
し
い
姿
に
、

立
ち
ど
ま
っ
て
写
真
に
見
入
る
人
も

多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

今
年
は
、
調
査
に
資
金
援
助
を
し

て
い
る
世
界
野
生
生
物
基
金
日
本
委

員
会
や
、
こ
こ
北
海
道
自
然
保
護
団

体
連
合
と
共
に
、
署
名
運
動
に
ル
リ
く
み

始
め
ま
し
た
ま
た
、
懇
談
会
や
写
真
展

も
計
画
し
て
お
り
、
一
斉
調
査
も
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
貴
重
な

資
料
を
失
わ
な
い
た
め
に
も
、
こ
の

調
査
は
今
後
、
継
続
さ
れ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。

ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
だ
け
で
な
く

他
の
海
獣
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、

哺
乳
類
研
究
グ
ル
ー
プ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
の
際
な
ど
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
活

動
に
つ
い
て
広
く
討
論
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
Ｏ

海
獣
が
よ
り
深
く
理
解
さ
れ
、
保

護
運
動
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
望
み

ま
す
Ｏ

（
文
責
宇
野
裕
之
）
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’
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を

改
め
る
に
は
、
地
域
ご
と
に
数
を
決
め

た
狩
猟
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
私

達
エ
ゾ
シ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
そ
の

為
の
狩
猟
獣
管
理
の
方
法
、
つ
ま
り

「
シ
カ
の
数
を
適
度
に
増
や
し
、
鹿
害

を
相
対
的
に
低
く
抑
え
、
毎
年
多
数
の

シ
カ
を
〃
収
稜
〃
す
る
」
方
法
を
研
究

し
て
お
り
ま
す
。

自
然
保
謹
運
動
を
進
め
て
お
ら
れ
る

方
の
中
に
、
狩
猟
、
特
に
大
型
草
食
獣

の
管
理
に
対
す
る
誤
解
を
見
受
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
そ
れ
に

触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
捕
食
者
で
あ
る
オ
オ
カ
ミ
な
ど
を
、

家
畜
や
人
に
害
を
与
え
る
か
ら
と
言
っ

て
除
去
し
て
い
る
場
合
、
シ
カ
な
ど
は

増
え
て
過
密
に
な
り
、
林
木
や
畑
に
被

害
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

た
が
っ
て
ハ
ン
テ
葱
ン
グ
に
よ
る
個
体

数
の
抑
制
が
必
ず
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
現
在
カ
モ
シ
カ
が
問
題
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
私
が
調
べ
た
と
こ
ろ

に
依
る
と
、
カ
モ
シ
カ
は
密
猟
さ
れ
な

く
な
っ
た
為
に
急
激
に
増
え
て
お
り
ま

す
。
昭
和
虹
年
頃
か
ら
取
締
り
が
厳
し

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
‐
て
密
猟
が

な
く
な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は

犬
も
近
寄
れ
な
い
特
定
の
岩
場
に
少
数

生
息
し
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
は
み
出
し

た
増
加
分
が
毎
年
密
猟
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
後
急
増
し
て
捕
猿
が
始
っ

沢
山
い
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
Ｏ
し
か
し

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
鹿
猟
が
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
森
林
で
の
平
均
的

な
密
度
は
、
平
方
キ
口
当
り
８
頭
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
州
に
比
較
す
る
と
北

海
道
は
シ
カ
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ

と
で
、
毎
年
道
外
か
ら
も
射
ち
に
来
て

い
ま
す
が
、
道
内
の
シ
カ
の
数
は
非
常

に
少
な
い
と
言
う
こ
と
も
出
来
る
わ
け

で
す
Ｏ

仮
に
北
海
道
の
森
林
・
原
野
の
半
分

く
ら
い
の
面
積
に
、
し
か
る
べ
き
密
度

で
シ
カ
が
生
息
し
て
い
て
も
良
い
と
仮

定
し
ま
す
。
密
度
は
通
常
の
半
分
に
押

え
て
平
方
キ
口
当
り
４
頭
と
し
ま
す
。

す
る
と
森
林
・
原
野
の
面
積
は
５
万
平
方

キ
ロ
で
す
か
ら
、
そ
の
半
分
×
４
頭
と

な
り
、
、
万
頭
く
ら
い
は
い
て
も
良
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
シ
カ
の
数

は
毎
年
そ
の
１
割
を
捕
猿
し
て
も
減
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
１
万
頭

は
狩
猟
す
る
こ
と
が
で
き
る
計
算
に
な

り
ま
す
○

と
こ
ろ
で
狩
猟
統
計
に
よ
り
ま
す
と
、

道
内
で
は
毎
年
２
千
か
ら
３
千
頭
の
オ

ス
ジ
カ
が
捕
狸
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
私
達
が
ハ
ン
タ
ー

や
剥
製
社
の
協
力
を
得
て
、
捕
狸
さ
れ

た
シ
カ
に
つ
い
て
現
物
に
当
っ
て
調
べ

０

た
結
果
で
は
、
い
い
と
こ
ろ
釦
頭
く
ら

１

い
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
２

人
で
鹿
猟
に
行
っ
て
１
頭
捕
れ
た
よ
う

な
場
合
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
１
頭
捕
護

し
た
と
報
告
し
が
ち
だ
か
ら
で
あ
り
ま

す
。
Ｉ
こ
こ
で
道
内
の
ハ
ン
タ
ー
の

名
誉
の
た
め
に
つ
け
加
え
て
お
き
ま
す

が
、
本
州
や
九
州
で
は
実
数
と
報
告
数

の
ひ
ら
き
は
さ
ら
に
大
き
く
、
ひ
ど
い

場
合
は
５
倍
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
。
つ
ま
り
捕
れ
な
い
と

こ
ろ
ほ
ど
、
同
行
し
た
人
が
射
っ
た
シ

カ
を
、
自
分
も
射
っ
た
よ
う
な
気
持
に

な
る
率
が
高
い
と
言
え
る
わ
け
で
す
。

エ
ゾ
シ
カ
は
昭
和
の
初
期
に
は
ほ
ぼ

絶
激
に
近
い
と
こ
ろ
ま
で
減
少
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
戦
時
中
捕
猿
す
る
人
が
い

な
く
な
っ
た
の
で
増
え
ま
し
た
。
昭
和

釦
年
か
ら
駆
除
と
狩
猟
が
始
ま
り
ま
し

た
が
、
シ
カ
の
分
布
域
は
ど
ん
ど
ん
拡

大
し
て
、
鹿
猟
解
禁
地
や
有
害
獣
駆
除

の
実
施
地
域
も
広
が
り
、
現
在
で
は
石

狩
低
地
帯
以
北
東
の
は
ぼ
全
域
に
生
息

し
て
お
り
ま
す
。
分
布
域
が
拡
大
し
た

わ
け
で
す
か
ら
、
シ
カ
の
数
も
さ
ぞ
増

え
た
と
受
取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
分
散
し
た
原
因
は

狩
猟
と
駆
除
に
よ
っ
て
追
散
ら
さ
れ
た

結
果
で
あ
り
、
シ
カ
の
分
布
の
中
心
部

分
で
は
連
続
し
て
狩
猟
が
行
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
密
度
は
低
く
抑
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
分
布
の
周
辺
部
分
は

畑
地
や
牧
草
地
と
接
し
て
い
る
た
め
に

人
間
の
目
に
触
れ
や
す
く
、
増
え
た
よ

う
に
見
え
る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
シ

た
わ
け
で
す
が
、
現
在
で
は
生
息
数
の

、
Ｉ
厚
物
を
捕
狸
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
定
の
個
体
数
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
町
村
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
い
ま
し
て
、
カ
モ
シ
カ
も
シ

カ
と
同
様
狩
猟
獣
と
し
て
位
置
づ
け
る

べ
き
動
物
で
す
。
シ
カ
や
カ
モ
シ
カ
を

山
の
中
で
チ
ラ
リ
と
見
て
楽
し
む
の
も

心
な
ど
ま
せ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
鹿
猟

を
し
て
山
林
や
動
物
に
つ
い
て
良
く
知

る
こ
と
も
、
よ
り
自
然
と
親
し
む
こ
と

だ
と
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し

そ
の
た
め
に
は
、
ハ
ン
タ
ー
の
モ
ラ
ル

と
か
狩
猟
行
政
の
面
で
改
善
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
面
が
多
く
あ
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

次
に
ヒ
グ
マ
の
現
状
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
以
前
は
害
獣

と
い
う
側
面
が
大
き
く
扱
わ
れ
て
、
絶

赦
さ
せ
て
も
良
い
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
最
近
で
は
数
が
減
っ

て
き
て
、
ヒ
グ
マ
の
害
も
ほ
と
ん
ど
問

題
に
な
ら
な
ぐ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ヒ

グ
マ
は
昭
和
訓
年
あ
た
り
か
ら
根
釧
原

野
や
十
勝
平
野
の
広
範
囲
の
地
域
で
見

ら
れ
な
く
な
り
は
じ
め
、
そ
の
生
息
域

が
最
近
は
限
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は

誰
の
・
目
に
も
あ
き
ら
か
で
す
。
ハ
ン
タ

ー
達
も
減
っ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
Ｏ
し
か
し
ヒ

グ
マ
に
つ
い
て
は
そ
の
捕
護
数
が
毎
年

祁
頭
前
後
と
一
定
し
て
い
る
た
め
、
生

’

|’

息
数
も
変
り
な
い
と
い
う
説
が
根
強
く

て
、
ど
う
し
て
減
ら
な
い
か
と
い
う
理

由
が
あ
れ
こ
れ
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
北
大
ヒ
グ
マ
研
究
グ
ル
ー

プ
の
中
で
は
捕
狼
さ
れ
た
ヒ
グ
マ
の
分

析
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
判
っ
て
お
り
ま
す
（
梶
光
一
、

一
九
八
○
）
・

昭
和
鋤
年
頃
ま
で
の
罷
猟
は
秋
の
捕

護
が
多
く
、
家
畜
や
畑
を
荒
ら
し
に
来

た
個
体
に
対
し
て
、
文
字
通
り
害
獣
駆

除
の
要
素
が
強
い
捕
狼
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
以
後
は
春
グ

マ
射
ち
に
よ
る
捕
漉
数
が
大
巾
に
増
加

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
色

彩
が
強
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
も

春
の
熊
猟
で
は
親
子
連
れ
の
捕
獲
が
多

く
、
統
計
上
も
秋
猟
よ
り
２
倍
の
率
で

捕
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
昭
和

如
年
以
後
も
捕
猶
数
が
変
化
し
な
か
っ

た
の
は
、
春
の
熊
射
ち
が
盛
ん
に
な
っ

た
為
で
あ
り
、
総
個
体
数
を
減
少
さ
せ

る
と
同
時
に
、
個
体
群
維
持
に
重
要
な

幼
獣
と
母
獣
に
強
度
の
狩
猟
圧
が
か
か

る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

近
年
ヒ
グ
マ
に
つ
い
て
も
特
定
の
地

域
で
は
保
護
す
べ
《
き
だ
と
か
、
こ
の
ま

ま
で
は
絶
滅
し
か
ね
な
い
の
で
心
配
だ

と
い
つ
．
た
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
、
有
害
獣

駆
除
や
狩
猟
で
捕
護
す
る
場
合
の
地
域

や
頭
数
を
制
限
し
て
い
く
こ
と
が
今
後

ヵ
が
沢
山
い
て
も
良
い
分
散
の
中
心
の

山
岳
部
分
で
密
度
が
低
く
、
周
縁
で
目

立
つ
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
ド
ー
ナ
ツ
化

現
象
が
起
き
て
お
り
ま
す
。

図
の
１
を
御
覧
下
さ
い
。
こ
れ
は
鹿

猟
の
連
続
解
禁
年
数
と
捕
獲
さ
れ
た
シ

カ
の
年
齢
構
成
と
の
関
連
を
示
し
た
も

の
で
す
。
棒
グ
ラ
フ
で
示
し
て
い
ま
す

よ
う
に
、
ラ
ン
ク
３
以
上
。
連
続
、
年

以
上
の
地
域
で
捕
痩
さ
れ
る
オ
ス
ジ
カ

の
平
均
年
齢
鈑
才
以
下
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
オ
ス
ジ
カ
を
射
っ
た
と
言
っ
て

も
、
ほ
と
ん
ど
が
４
才
以
下
の
、
角
も

小
さ
く
体
も
一
人
前
に
な
っ
て
い
な
い

個
体
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ス
ジ
カ
の
体
が
一
人
前
に
な
っ
て
、

：
連統開抓

年 数ランク

1－5年 1

6－10年2

11－15年3

16-20年 4

21年以上5

E

臣

型
－

W/Jの
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

害
獣
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ルー

ト
ド
ー

ス
ノ
ウ
の
『
千
島
列
島
黎
明
記
』
に

よ
り
ま
す
と
、
昔
ト
ド
は
千
島
周
辺
だ

け
で
、
万
頭
は
い
た
そ
う
で
す
。
千
島
。

樺
太
が
日
本
領
で
あ
っ
た
頃
は
、
繁
殖

地
で
大
量
に
捕
猿
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

北
海
道
迄
回
遊
し
て
く
る
群
れ
は
な
か

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
戦
後
回
復
し

て
、
巧
年
く
ら
い
前
に
は
千
島
で
１
万

５
千
か
ら
２
万
頭
く
ら
い
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
北
海
道
で
盛
ん
に
捕
渡
し

て
い
る
の
で
、
現
在
は
そ
の
半
分
く
ら

い
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

昭
和
鋤
年
頃
に
は
、
樺
太
を
繁
殖
地

と
す
る
群
れ
は
奥
尻
島
迄
南
下
し
て
お

り
ま
し
た
し
、
噴
火
湾
に
は
２
千
か
ら

３
千
頭
の
群
れ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
捕
獲
が
続
け
ら
れ
た
結
果
、
樺

太
か
ら
の
群
れ
は
利
尻
。
礼
文
か
ら
浜

鬼
志
別
に
か
け
て
千
頭
足
ら
ず
、
来
遊

の
南
限
は
積
丹
半
島
で
そ
れ
も
ご
く
少

数
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
噴
火
湾
の
群
れ
は

百
頭
く
ら
い
に
減
ら
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
根
室
海
峡
を
通
っ
て
南

千
島
に
向
う
群
れ
が
知
床
半
島
の
羅
臼

側
を
通
過
し
ま
す
。
こ
の
群
れ
は
３
千

か
ら
５
千
く
ら
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
毎
年
そ
の
１
割
近
く
が
捕
狸
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

知
床
の
場
合
で
す
と
、
漁
業
の
収
入

函
キ
ロ
に
達
す
る
の
は
６
才
く
ら
い
か

ら
で
す
し
、
角
も
そ
の
頃
に
な
っ
て
エ

ゾ
シ
カ
の
通
常
の
大
き
さ
に
な
り
ま
す
ｏ

、
才
を
過
ぎ
る
と
老
齢
化
に
よ
っ
て
角

は
い
び
つ
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ど
う
せ

鹿
射
ち
を
す
る
な
ら
、
６
才
か
ら
、
才

の
大
物
を
中
心
に
捕
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
現
状
で
は
、
１
本
角
の
１
才

を
中
心
と
す
る
若
オ
ス
ば
か
し
捕
っ
て

い
て
、
し
か
る
べ
き
牡
鹿
は
め
っ
た
に

捕
れ
な
い
で
お
り
ま
す
。

要
す
る
に
、
北
海
道
で
は
、
万
頭
以

上
の
シ
カ
を
生
息
さ
せ
、
毎
年
１
万
頭

以
上
の
壮
齢
の
シ
カ
を
狩
猟
で
き
る
は

ず
な
の
に
、
現
在
ハ
ン
タ
ー
達
は
そ
の

１
割
く
ら
い
の
若
オ
ス
で
満
足
し
て
い

Ⅶ

平均年齢4．08 4．03 2．98 3．63 3．57

座
３
２
１
０
９
８
７
６
５
４
３
２
１
０

１
１
１
１

年
齢 崖

一

1 2 3 4 5 ランク

連続開猟年数によって分けられた狩猟解禁地域
も

ランク別の年齢構成と平均年齢

(小泉透、1981より）
－6－

図1 上

下

－7－
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１
１
１

士
心
二
二
口活動日 が

豊
か
な
た
め
に
ト
ド
の
害
は
そ
れ
ほ

ど
深
刻
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
速
船
と

ラ
イ
フ
ル
を
使
っ
て
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ

ィ
ン
グ
的
に
捕
る
人
も
い
る
そ
う
で
す

し
、
あ
そ
こ
の
群
れ
は
メ
ス
と
若
オ
ス

な
の
で
食
肉
と
し
て
の
利
用
価
値
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
漁
業
被
害
の
大
き
な

利
尻
・
礼
文
で
は
、
被
害
と
不
漁
が
重

な
る
と
深
刻
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

ト
ド
を
定
置
網
に
近
寄
せ
な
い
た
め

の
有
効
な
方
法
が
な
い
場
合
は
、
数
を

減
ら
し
て
被
害
を
抑
え
る
他
に
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ト
ド
は
国
際
的

に
言
え
ば
保
誕
に
値
い
す
る
減
少
し
た

動
物
で
す
し
、
壱
岐
で
イ
ル
カ
保
謹
運

動
を
や
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
の
団
体
は
、

定生ゴマフアザラシ
ト的埋

ｌ
ｒ
的●

●

●

●

由

の

3月24日滝野民間墓園計画について札幌市と打
合せ｡ (民間墓地については今回で、
札幌市と決裂するo )

3月28日シマリス°自然友の会の総会に出席す
る◎

4月4日事務所のペンキぬり替えo
4月17日大雪と石狩の自然を守る会・寺島氏と

シンポジウムについて打合せ･

上記の他、毎週火・金嶋日の7時から、自然保
謹センターにおいて、事務局会議を開いていますo

滝野民間墓園計画について札幌市と交
渉o
第14回北海道自然保護シンポジウム
開催。代表者会議o
滝野民間墓園計画について札幌市と交
渉o
上記につき四者会議（札幌地区労。南
区勤労協。オ鵬周辺の自然を考える会・
道連合）
大雪と石狩の自然を守る会と次回シン
ポジウムについて、打合せ･

3月1日

天
日
日
日

６
７
ｎ

月
一
月

３
３

原生自鎗硬境
保全地域

特別保覆地区

.Q獣侭渡区

知底、立公圏

画
題
咽
一

ルシャー
テブパンベツ

特別区峻

認
3月16日

~

…

蓬。今回の良案
3月18日

婬瞳国竣且戯

フマ
シ

ゴ
ラ
甥

嘩
秤
隼

。
躍
嘉
謹
墓
幾
臺
下
て
垂
し
蓬
ｌ

東
京
獅
評
硫
班
記
丸
の
内
２
１
４
１
１
五
月
二
十
九
日
（
土
）
’
三
十
日

○
「
知
床
で
夢
を
。
、
平
方
、
運
動
の
（
日
）
の
両
日
、
志
布
志
に
て
、
大
会

記
録
と
参
加
者
の
手
紙
か
ら
」
が
も
た
れ
ま
す
。
志
布
志
湾
を
埋
め
立

斜
里
町

斜
里
郡
斜
里
町
本
町
泌

て
て
、
石
油
備
蓄
基
地
を
造
成
し
よ
う

○
ぶ
り
ず
む
と
す
る
計
画
に
、
反
対
し
て
い
る
方
々

住
民
図
書
館

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
一
の
七
の
三
率
続
舞
唖
臘
塾
錘
討
評
鉦
諺
恥
僻
ぜ
い
。

市
民
運
動
全
国
セ
ン
タ
ー
内

○
銀
河
通
信

鹿
児
島
県
志
布
志
町
安
楽

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
野
五
’
四
’
一
七
一
九
○
’
四
九
曽
於
地
区
労
内

○
自
然
の
た
よ
り
施
鉦

三
浦
半
島
自
然
保
謹
の
会

力
ン
パ

横
須
賀
市
平
作
五
’
三
’
一
Ｏ
柴
田
方

○
一
率
型
麺
詞
刎
ご
測
罷
と
海
を
守
る
曽
山
佳
宏
さ
ん
六
○
○
○
円

長
崎
県
東
彼
杵
郡
川
棚
町
川
原
郷

網
島
俊
さ
ん
四
○
○
○
円

一
二
四
九
岩
下
和
雄
方

河
川
・
湖
沼
と
海
を
守
る
全
国
会
議
○
軒
諦
蝿
哩
緑
錨
を
霊
伽
如
栖
銅
方
ｏ

○
水
俣
水
俣
病
を
告
発
す
る
会

螢
光
燈
坂
井
博
幸
さ
ん

熊
本
市
新
屋
敷
２
丁
目
四
の
二
二
ス
ト
ー
ブ
河
田
雅
圭
さ
ん

○
睡
輝
塞
珪
帥
搾
読
垂
錘
華
会

○
事
務
所
ペ
ン
キ
塗
り
替
え
に
参
加
さ

れ
た
方
。

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
二
’
一
○

平
島
ピ
ル
飛
号
酒
井
・
山
崎
。
及
川
。
丹
野
（
シ
マ

○
会
報
娠
妬
リ
ス
・
自
然
友
の
会
）
、
曽
山
（
大

率
鈍
揃
窪
輻
畔
森
感
認
桧
雪
の
自
然
を
守
る
会
）
、
河
田
。
小

宗
像
英
雄
方
林
（
札
幌
周
辺
の
自
然
を
考
え
る
会
）

○
シ
マ
リ
ス
＆
自
然
佐
々
木
（
北
星
大
学
）
の
諸
氏
。

シ
マ
リ
ス
＆
自
然
友
の
会

み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

札
幌
市
中
央
区
南
迦
韮
↑
ぬ
ス
小
号
た
。

「
北
海
道
で
ト
ド
を
殺
す
な
」
と
い
う

運
動
を
始
め
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

ト
ド
を
ど
の
程
度
の
数
で
生
き
残
さ
せ

て
お
く
か
、
論
議
し
て
欲
し
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

絶
激
し
そ
う
な
動
物
の
保
護

ｌ
ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
ー

ゼ
ニ
ガ
タ
ア
ザ
ラ
シ
の
現
状
に
つ
い

て
は
、
私
達
哺
乳
類
研
究
グ
ル
ー
プ
の

海
獣
談
話
会
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
繰
り

返
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
良
く
御

存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
昭
和
鯛
年

か
ら
毎
年
６
月
に
個
体
数
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
副
年
の
露
頭
か
ら
少

し
ず
つ
減
少
し
一
昨
年
は
皿
頭
で
し
た
。

昨
年
は
麺
頭
と
な
っ
て
少
し
数
字
は
増

蕊 §
Ｅ
、
■

J 10 20陸

図廼知床の鞠j保唖地区などの付E園および囲生的自然保璽の
のた的の提案（大嚢司、 8981より）

’ ス
モ
ッ
グ
の
な
か
の
ビ
フ
テ
キ
よ
り
も

青
空
の
下
で
の
梅
干
し
を
Ｉ

第
但
回
全
国
自
然
保
護
大
会

え
ま
し
た
が
、
年
々
観
察
者
が
熟
練
し

て
お
り
ま
す
し
、
１
．
２
頭
い
る
場
所

に
も
出
掛
け
て
数
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
増
え
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
Ｏ
大
黒

島
の
よ
う
に
、
京
大
の
新
妻
さ
ん
が
頑

張
っ
て
調
査
を
続
け
て
い
る
場
所
で
は
、

撹
乱
さ
れ
な
く
な
っ
て
数
が
増
え
て
ま

す
が
、
ニ
ッ
岩
や
ユ
ル
リ
。
モ
ユ
ル
リ

島
で
は
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
ｏ
こ

の
ほ
か
に
６
月
中
旬
を
過
ぎ
る
と
、
歯

舞
諸
島
の
群
れ
が
カ
レ
イ
の
魚
群
を
追

っ
て
根
室
半
島
ま
で
や
っ
て
く
る
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
が
網
に
か

か
っ
た
り
し
て
沢
山
捕
猿
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
す
。

昭
和
娼
年
に
天
然
記
念
物
指
定
の
答

申
が
出
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
お
り
、

行
政
側
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
で
今
日
に
到

っ
て
い
ま
す
。
漁
民
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
不
安
に
対
し
て
し
か
る
べ
く
対
応
す

れ
ば
、
漁
民
の
ほ
と
ん
ど
が
保
護
そ
の

も
の
に
は
賛
成
な
の
で
す
か
ら
、
指
定

実
現
は
可
能
な
は
ず
で
す
。
私
達
は
、

毎
年
、
今
年
こ
そ
は
指
定
さ
せ
よ
う
と

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
皆

様
と
一
体
と
な
っ
て
運
動
を
進
め
度
く
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

動
物
群
集
の
保
護

ｌ
知
床
半
島
ｌ

最
後
に
、
人
間
が
出
来
る
だ
け
近
寄

ら
ず
に
、
原
生
に
近
い
動
物
群
集
を
保

全
す
る
場
所
と
し
て
、
知
床
半
島
に
つ

１
１
１
Ｉ
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い
て
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
２
は
そ
の
た
め
の
具
体
案
を
考
え
て

み
た
も
の
で
す
。
こ
の
地
域
は
住
民
に

よ
る
自
然
保
護
運
動
が
活
発
で
す
し
、

行
政
当
局
も
先
般
大
面
積
鳥
獣
保
護
区

に
指
定
し
て
、
や
る
気
の
あ
る
と
こ
ろ

を
示
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

所
は
破
壊
し
た
ら
そ
れ
迄
な
の
で
、
さ

ら
に
思
い
切
っ
た
対
策
を
講
じ
て
欲
し

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
こ
の
原
稿
は
講
演
内
容
を
も
と
に
、

改
め
て
大
泰
司
氏
に
原
稿
を
お
願
い
し

た
も
の
で
す
。
）

会場は北海道自然保護センター（札幌市北’ 1
条西，丁目）で、夜7時からですo

、'自然､、とは？ 私たちの身の回りから、さら
に、地球,、まで、巾広く。ゆっくりと一年間考え
てみたいと思います。ご参加下さい。

4月27日㈹ 、､自然保護の歴史的流れ,、
5月14日③ 、生態学と自然保謹！
5月28日③ 、'異常気象と食糧。人口問題、
6月11日③ ＄'自然保護行政について,、

．6月25日㈲ 、､実例(1)山岳道路､、
7月9日③ 、実例(2)海浜,、
9月24日“ 、､動植物の種の保護(1)!、

'､動植物の種の保護(2)$、
､､都市の緑と公園,、

､､合成洗剤について,、

､､世界のエコロジー運動、
､､原発。人類の未来のための自

然保護､、

10月8日

10月22日

11月12日

11月26日

12月10日

③
㈱
㈱
飽
飽

１
１
Ｉ
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I
販売コーナー

I
書籍・報告書
▲北の自然合本 2,500円

昭和50年から55年までの会報。報告書・意見害がまとめられています。
資料として1冊し､かがですかo限定100部○

☆日高現地調査報告書1979年 500円
日高中央横断道路計画の予定ルートを調査した報告書で、植生・地形地質・動物の
他、日高山脈の現状が写真でわかります○

▲根室地方の野鳥1981年 800円
根室自然教育研究会会誌別冊ですo
根室地方で観察された294種の野鳥につし､て解説されていますo

▲知床横断道路事後調査報告書1981年 500円
青い海と緑を守る会を中心として、知床横断道路の利用実態を調査したまとめですo

その他
☆自然保護バッチ ネジ式 500円

タイタック式 1，000円
黒台にタンチョウヅル（銀製）のデザインですo

☆坂本直行花のカレンダー’82 1，000円
これまでは山がテーマでしたが､'82年は北海道の花（6枚づり）ですo

☆坂本直行花の絵ハガキ応4 300円
サクラソウ・ツリガネニンジン・キタコブシ・フクジュソウ・ナナカマド・エゾト
リカブトの6枚組ですo

☆日高山脈ポスター 400円
▲無公害粉石けん 2kg ､Z"円

1M _"" ｡ . 3,500円
健康と環境を守るため、合成洗剤を追放しましよう。

賛助会員の方は一割引きですo (但し☆印の付いているものに限りますo)
送料は別になりますo
売り上げ金は北海道の自然保護のために使われますoご協力下さいo

北
海
道
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
と
し
て

私
た
ち
の
〃
ア
ジ
ト
〃
を
も
う
け
て
、

八
年
目
を
む
か
え
ま
す
。
大
雪
山
縦
貫

道
路
計
画
に
反
対
し
て
い
た
頃
は
、
北

大
ク
ラ
ー
ク
会
館
で
集
ま
り
を
も
っ
て

い
ま
し
た
。
四
十
年
代
後
半
の
頃
で
す
。

で
も
、
ク
ラ
ー
ク
会
館
が
使
用
し
に
く

く
な
り
、
ど
こ
か
、
近
く
に
部
屋
を
か

り
ら
れ
な
い
も
の
か
と
詞
当
時
学
生
で

あ
っ
た
諸
氏
が
、
さ
が
し
見
つ
け
た
の

が
現
在
の
セ
ン
ダ
ー
で
す
。
北
ｎ
条
西

１
丁
目
の
、
地
下
鉄
の
す
ぐ
近
く
で
あ

り
な
が
ら
、
見
つ
け
る
の
に
困
難
な
ほ

ど
、
オ
ン
ポ
ロ
の
事
務
所

で
す
。
壁
も
、
天
上
も
黒

く
て
、
無
精
な
学
生
の
部

屋
を
想
像
し
た
方
が
早
い

●
。
●

ほ
ど
の
事
務
所
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
一
時
、
こ
の

部
屋
に
二
十
人
を
越
え
る

人
た
ち
が
集
ま
り
、
ひ
ざ

を
つ
き
合
わ
せ
る
よ
う
に

座
わ
り
、
学
習
会
を
持
っ

た
も
の
で
す
。
時
の
流
れ

一
九
八
二
年
四
月
二
○
日

編
集
発
行
北
海
道
自
然
保
謹
団
体
連
合

代
表
井
手
賞
夫

事
務
所
札
幌
市
北
区
北
三
条
西
一
丁
目

北
海
道
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
内

振
替
口
座
小
樽
四
○
七
一

連
絡
先
（
○
二
）
七
二
二
’
五
七
二
四

〆

事
務
局
長
田
中
明
子

印
刷
岩
橋
印
刷
株
式
会
社

と
と
も
に
、
こ
の
事
務
所
を
訪
ず
れ
る

人
の
顔
は
変
わ
り
は
し
ま
し
た
が
、
オ

ン
ポ
ロ
事
務
所
だ
け
は
変
わ
ら
ず
、
も

と
の
ま
ま
に
在
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

四
月
四
日
に
真
新
し
・
い
、
白
い
ペ
ン
キ

に
塗
り
変
え
ら
れ
ま
し
た
。
ペ
ン
キ
屋

さ
ん
で
あ
る
曽
山
氏
を
中
心
に
、
悪
戦

苦
闘
の
末
の
こ
と
で
す
。
ま
る
一
日
を

た
っ
ぷ
り
つ
い
や
し
て
。
下
手
な
手
つ

き
で
白
い
ペ
ン
キ
を
塗
る
時
、
今
日
ま

で
の
活
動
と
人
々
を
想
い
出
し
て
い
ま

し
た
。
走
馬
燈
の
よ
う
に
、
次
々
と
、

記
憶
は
逆
回
転
し
て
い
き
ま
す
。
私
個

人
の
自
然
保
護
に
対
す
る
思
〆
入
れ
の

歴
史
で
も
あ
り
、
多
く
の
人
々
の
情
熱

の
証
で
も
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
に
衣
替
え
し
た
、
セ
ン
タ
ー

を
見
て
下
さ
い
。
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
ど

ん
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
が

１
１
０

次
回
の
会
報
は
五
月
二
十
一
日
発
行

で
す
。

（
明
子
）
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